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日置・壬生吉志と氷川神社
一一古代の方位信仰を手がかりとして一一
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1. はじ め に

近年，歴史地理学の分野において， <方位〉に

対する関心が高まっている。例えば山田安彦1)

は，冬至や夏至の日の出・日没方位に注目して，

それらが，古代の地域計画と密接に結び、ついて

いることを，藤原京や諸国府，胆沢城，平泉館

などを事例として論じた。筆者も，山田が言う

二至の太陽出没方位を手がかりとして，武蔵国

足立郡の氷川 3社の配置の問題を取り上げるこ

とにする。

享保12(I727)年，徳川吉宗は，武蔵国足立

郡に存在した「見沼」と称する広大な沼地を干

拓させた。そのかつての見沼のほとりであった

所に，氷川神社(大宮市高鼻町)，氷川女体神社

(浦和市三室)，中山神社(旧称中氷川神社・大

宮市中川)の氷}113社が把られている(図1)。

それぞれの神社の主祭神は，氷川神社が素養鳴

命，氷川女体神社が奇稲田姫命，中山神社が大

己貴命であり，したがって 3社は，それぞれ男

体社，女体社，王子社の関係にある。

ところで筆者は旧稿勺こおいて，これら氷)113

社の聞に次のような方位関係があることを指摘

した。すなわち 3社はほとんど正確に一直線

上に並び，氷川神社と氷川女体神社のほぽ中聞

に中山神社が位置することになるのであるが，

この 3社を結んだラインは，東西線を基準とし
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て，南北に30。の傾きをもっ(図 2)。この方位

は，冬至の日の出，夏至の日没と関係する方位

であり(図 3)，冬至の日，太陽は 3社のライ

ンを東南東へ延長した方向から昇り，夏至の日，

西北西へ延長した方向に没する。

旧稿では，若やぐ霊力を意味する〈ミヌマ〉

という言葉をキーワードとして，特に冬至の日

の出に注目し，氷川神社において毎年12月10日

に行なわれる大湯祭が，本来，火祭的側面と棋

ぎ的側面を有することから，前者が火による太

陽の復活，後者が水による太陽の復活(折口信

夫3)は模ぎの本質を蘇りに求めている)をそれぞ

れ意味しているとし，大湯祭の淵源が冬至の太

陽復活祭に由来するのではないかと述べた。

そして全体の方位観念を，辰巳(東南)の方

向に常世田があり，そこからは年神が来臨し，

成亥(西北)の方向に批の国があり，そとから

は祖神が来訪するという三谷栄_4)の〈まれびと

二元論〉のモデルで説明できるとした。いわば，

民俗学と地理学の中間領域(民俗地理学)とし

て，氷)113社の問題を考えたわけであるが，い

つ，誰が，どのような目的で 3社の配列を行

なったかという歴史地理学的な問題については，

当時はわからなかった。しかしその後，この 3

社を結ぶラインを 3社を越えて西北西の方向，

すなわち祖神の方位一一寸邑去の方位へと延長す

ることによって，その手がかりをつかめたと思

われるので，以下，述べていくことにしたい。

" .日置について

氷川 3社のラインを西北西の方向に延長する

と，武蔵国比企郡の領域に達する。比企の地名

の由来については，史料上では確認できないが，



図 l 見沼周辺の氷}I13社

(W新編埼玉県史通史編 1j p.725より)
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図3 太陽の出没方向の季節変化
(水谷慶一『続知られざる古代jp.56より)

図2 氷}!I3社の方位関係
( 5万分の l地形図「大宮」を縮小)

ここに日置部が置かれ，それを管掌する日置氏

が存在していたことに拠るとする説が一般的で

ある 5)。

日置の性格については諸説あるが，古代天皇

の日神的権威を奉斎し，全国に鼓吹する職掌を

有する，すなわち王権伸張のバロメーターとし

て把握される傾向にある。最近では，井上辰雄

の「日置部の研究J6)が現段階の水準を示してい

ると思われるが，井上は，全国各地の日置部の

性格を比較検討した上で，次のような共通項を

抽出した。

① 司雨的性格を有する鴨氏と類縁関係にあ

り，日置氏もまた司雨的性格が濃厚であり，

水源の山の磐座を記る。

② 『日本書紀』垂仁天皇39年10月条に見え

る「十箇の品部」と類縁関係にある。

③ その分布が，河川の中流域を占める場合

は，諸流の分岐点に位置することが多く，
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また，下流域にある場合は，その河口部を

おさえることが少なくない。

④ f新撰姓氏録』右京皇別下および『日本

書紀』応神天皇 2年3月条の記事によって，

土形君や榛原君とともに，大山守命を始祖

とする同族意識を有していたこと.が知られ

る。したがって，日置氏が，燃料を供給す

る榛原や，埴土を出す土地をにぎって，土

器生産に関与した可能性がある。

⑤砂鉄を産する地域では，鉄生産に従事し

た可能性がある。

⑥ 宝剣に関わりをもっ。

⑦ 日神と結びつきを有する。太陽神が隠る

岩戸や宮殿に奉仕して，冬至の祭である鎮

魂祭に関わる大宮売神を杷る。

⑧ 日奉部と共通の信仰を有する。

⑨ 物部氏と関係をもち，物部氏が勢力を失

うと，蘇我氏に掌握されるようになる。

⑮ 大和政権の地方統治に大きな役割を果た

す。その場合，支配形態には服属地に支配

者の斎く神社を肥るという方式がとられる o

⑪ 常世田や天上界への通路一寸担神の聖地

に位置する。

⑫ 白鳥を神霊の化身ないしは神を運ぶ、もの

とする信仰を，鳥取部と共有する。

⑬ 忌部氏と関係がある。

⑭水や火による再生儀礼と関わる。

⑮ 太陽の運行と関連した折り目の日に，神

霊(後に主として穀霊，日の御子または祖

霊と観念される神)を迎えるために聖火を

ともす。

そこで，以上のような日置の性格について，

見沼および比企付近の地で当てはまるものはな

いか検討していくことにする。

① 氷川女体神社の御船祭は，鎌田東ニ7)の解

釈によれば，司雨と関係する。また，大宮

市宮原町に加茂神社が存し，付近を鴨川が

流れる。一方，比企郡唯一の式内社伊古乃

速御玉比売神社には，神体山に雨乞いの祭

りが伝わるヘ

② 比企郡に臨接する大里郡大里村に玉作の
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地名があるが，付近の船木遺跡9)では，玉造

の工房と考えられる住居跡が検出されてい

る。

③ 比企郡の中心地は，都幾川，高麗川，越

辺川などの中流域を占め，それらの合流点

に当たる。一方，氷JlI3社の地は，見沼か

ら河川を下って東京湾へ出ることは容易で

あったと考えられるから，河口部に当たる

と解釈することができる。

④ 宝亀11(780)年12月25日の「西大寺資財

流記帳J1川こ「武蔵国入間郡榛原庄」の名が

見えるが，現在の坂戸市粟生田付近に比定

される 11)ので，比企郡に南接する地域とな

る。また，土師氏は，天応元 (781)年に菅

原に改姓するが， r西角井系図同』によれ

ば，将門の乱による武蔵武芝退任後の氷川

神社の神主家は，菅原姓を名乗る。

⑤ 氷川神社東遺跡13)で小鍛治遺跡が，桶川

市大山遺跡14)で製鉄遺跡が，それぞれ発見さ

れている。一方，氷川女体神社の社宝に鉄

鈴があり 1円付近の見沼には，谷川健一16)に

よって製鉄に関係あるとされる「片目の魚」

の伝説がある l九

⑥ 埼玉郡の稲荷山古墳から鉄剣が出土して

いる。

⑦ 氷川神社の大湯祭は，冬至の太陽復活祭

に，その淵源をもっと考えられる。また，

地名が大宮である。

⑧ 武蔵七党に西党があるが， r武蔵七党系

図18)jでは，その祖を武蔵守日奉宗頼とし，

子孫は在庁官人として活躍し，多摩川沿岸

の地に勢力を張る。

⑨ 『聖徳太子伝暦.P叫こ，武蔵国造として物

部連兄麻目の名が見え，入間郡の式内社に

物部天神社が存する。また，比企郡滑川町

の寺谷廃寺川』ま，飛鳥寺様式の瓦を出土して

おり，蘇我氏との関わりを示唆する。

⑩ 後述するように，氷JlI3杜がそれに当た

ると考えられる。

⑪ 見沼は，海上他界に通じる。

⑭ 氷川神社の大湯祭がこれに当たる。



⑮氷川神社の大湯祭がこれに当たる。

以上のように，井上が抽出した日置の性格は

また，見沼や比企の地にもよく当てはまるので，

この地域に日置が存在した可能性はきわめて高

いと考えられる。

ところで，全国的に，日置の分布する地域に，

冬至や夏至の太陽の出没方位に関係する神社や

遺跡の配列が見られることが指摘されている。

それは，日置の⑦，⑮，⑪，⑭，⑮などの性格

を考えれば当然であろう。

-事例 1:出雲(日御碕神社一出雲大社一日登)

大和岩雄21)は，出雲大社から見て，西北西300

の方位(夏至の日没の方位)に，中世，日沈宮

とも称された日御碕神社が杷られていることを

指摘している。また筆者は，このラインを東南

東に延長すると，木次町日登付近に到達するこ

とに気が付いた(図 4)。すなわち，冬至の日の

出の方位に当たる(以下，このラインを出雲ラ

インと仮称する)。

天平11(739)年の「出雲国大税賑給歴名帳J22) 

によれば，出雲郡から神門郡にかけて，日置部

の濃密な分布が知られるが，r出雲国風土記J(以

下， r風土記』と省略する)には，神門郡に日置

郷が見える。日置郷は現在の出雲市上塩冶町付

近に比定される 23)ので，出雲ラインにきわめて近

接する。ところで， r風土記Jは，日置郷の地名

の由来について， I志紀嶋の宮に御宇しめしし天

皇(欽明天皇)の御世，日置の伴部等，遣され

来て，宿停まりて政為し所なり。故，日置とい

ふ。Jと述べる。この政の内容については一切説

明がないが，あるいは出雲ライン設定に関わる

ものではなかったであろうか。
やむや

また， r風土記』には，神門郡塩冶郷があり，

現在の出雲市今市・大津・塩冶町北部付近に比

定される刊ので，日置郷とは接しており，ほぽ出

図4 白御碕神社・出雲大社と日登地区

(20万分の l地勢図「大社Jr浜田」を縮小)
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雲ライン上に乗ってくると考えられる。『日本書

紀J崇神天皇60年7月条には「宣車の淵」が見

えるが，ここは出雲臣の祖である出雲振根が，

朝廷へ神宝を自分の許可なく差し出した弟，飯

入根を謀殺した場所とされている。『古事記jで

は，倭建命が出雲建を殺した話とされているが，

この出雲振根は，一般には， r風土記』出雲郡健

部郷条に見える神門臣古禰に擬せられている問。

この物語の歴史的背景は，西出雲を支配して

いた神門臣一族と，東出雲を支配していた出雲

臣との聞に抗争があり，ついには，大和政権の

強力な援助を得た東出雲の勢力が，西出雲の勢

力を服属せしめたところにあるといわれてい

る2九したがって，このような服属伝承がある地

域と，日置部が進駐してきて政を行なった地域

がきわめて近接していることから考えても，日

置部の政は，出雲ライン設定に関わるものであっ

た可能性が高いといえよう。

次に，日御碕神社については， r風土記』では

美佐伎社， r延喜式』では御碕神社と記してい

る。上宮は素蓋鳴命を杷るが，下宮は日神を記

り，これを日沈宮と称していた。その洞官は，

集古文書収録の建長 5(1253)年3月の文書によ

れば「補任日置政家/出雲閣日御崎検校職」と

あり，さらに元弘 3(1333)年 4月の文書には「日

三崎検校職，神領使日置政友」などとあり，日

置氏の任ずるところとなっといた27)。なお，下宮

のもとの社地と伝えられるのは，海岸にある経

島であるが，これを日置島ともいい，やはり大

和問カ2指摘するように，経島も出雲大社から見て

夏至の日没の方位に当たる。

最後に，日登地区についてであるが，r風土記』

にいう大原郡来次郷の地に当たる。天平 6(734) 

年の「出雲国計会帳J2勺こは「大原郡人日置部首」

が見え， r風土記jにも，大原郡の主政として日

置臣が見える。また，西日登に引野という集落

があり，とれは『風土記』の「引沼の村」に当

たるとされる 30)ので，この付近に日置が存在して

いた可能性は高い。

以上のように，出雲ラインに沿って日置の分

布が見られることから，このライン設定に日置
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が関与した可能性はきわめて高く，また神門郡

の服属伝承や，日置部が派遣されて政を為した

という記録は，井上が日置部の性格として指摘

する大和王権伸張のバロメーターという位置付

けにもよく符合するのである O

なお，氷川神社との関係にも一言ふれておき

たい。氷川神社の社名について，文政11(1282) 

年に成立した『新編武蔵風土記稿Jは，当社が

出雲国氷の川(斐伊}11)の川上に鎮座する杵築

大社(出雲大社)を勧請したことに由来すると

している。また，氷川神社の神主家であった西

角井家では，宝暦以降多く出雲守を称し，千家

家と同じ亀甲に剣花菱の紋所を用いていた31)。

ただし，上代特殊仮名遣いによれば， r氷」が

甲類であるのに対し， r斐」は乙類に属し，ま

た，出雲大社の地は，斐伊川の川上ではなく，

寛永年間の流路変化以前まで川下にあったなど

の問題があるが，加藤義成3叫ま，氷川神社が勧請

したのは杵築大社ではなく，大原郡木次町の式

内社斐伊神社であるとする。

いずれにせよ，両社ともほぼ出雲ライン上に

位置し，氷}113社のラインとの類似性が考えら

れる。そもそも武蔵国造は， r古事記』誓約段な

どによれば，出雲国造と同祖関係にあり，また，

武蔵国の式内社には，入間郡に出雲伊波比神社

が，男会郡に出雲乃伊波比神社が存在すること

などを考えると，氷川神社が出雲から勧請され

た可能性はあると言えよう。

氷}113社は，前章で述べたように，見沼に固

まれるように立地していたが， (ミヌマ〉という

言葉は， r出雲国造神賀詞」にも「若水沼間」と

して登場し，折口33)は，杵築の地に輔努婆の社と

晴努波の社 (r風土記』出雲郡条)が存し， rみ
ぬは」は「みぬま」に通じるとしている;輔努

婆の社は，平田市奥字賀の奥宇賀神社に合記さ

れた和田神社に， 5爾努波の社は，岡市口宇賀の

宇賀神社に合記された貴船神社に，それぞれ比

定されている判。したがって，厳密にいえば杵築

郷ではなく東接する宇賀郷の範囲になるが，こ

のように武蔵と出雲のラインにそれぞれ近接し

て， {ミヌマ〉の地名や神名があることは注目さ



れてよかろう。

-事例 2 肥後(疋野神社 トンカラリン一八

方ヶ岳)

『和名抄』に見える肥後国玉名郡日置郷は，

熊本県玉名市立願寺匹野原を遺称とし35) 式内

社疋野神社が把られている。付近では，玉名郡

家の正倉と考えられるような遺構も検出されて

おり 3べやや時代は下るものの， 11世紀後半の「八

幡宇佐宮御神領大鏡」刊に「当(玉名)郡々司日

置則利」とあるように，かつての日置氏の根拠

地と考えられる。ここは菊池川の河口であるが，

これをやや湖った玉名郡菊水町江田からは，寛

政 6(1794)年に， I玉名郡人/外少初位下日置

卸公/権擬少領」と記した墓誌銅板が発見され

ている。さらに，菊池川を朔った中流域の山鹿

市には日置の地名があり，上流域にも疋田(鹿

本郡菊鹿町)という地名が存在する。

ところで，この墓誌発見地点付近に， Iトンカ

ラリンjと称するトンネ/レ状の遺跡がある。そ

の性格について，井上3

として解釈した。同様の遺跡は，鹿本郡菊鹿町

(権現穴)や同郡鹿央町(岩倉山)にも存在す

るが，古閑三博問;土，疋野神社やトンカラリンな

どの遺跡，日置・疋田の地名，そして八方ヶ岳

がほぼ一直線上に並び，その方位が東西線を基

準にして約30。の傾きをもっ(図 5)ので，夏至

の日の出，冬至の日没に対応していることを指

摘している。

-事例 3:下野(下野国府筑波山)

下野国には，従来，日置の存在は知られてい

なかったが，近年，下野国府跡で出土した漆紙

文書叫(第 1号文書・売地券・延暦10年以前と推

定/第 3号文書・正税納入に関する文書の草案・

延暦9年)によって，日置部が存在していたこ

とが明らかになった。ところで，発掘された国

庁跡と，筑波山を結んだラインが，東西線を基

準として，南北に30。の傾きをもっ(図 6)の

で，冬至の日に，国庁から見て筑波山から日が

昇ることになる。

平川南41)は，下野国府域内と推定される大溝S

D111から出土した「都可郷Jと記す返抄木簡を

検討して，その廃棄場所が郡家になるはずであ

図5 トンカラリン遺跡周辺図

(水谷慶一『知られざる古代jp.73より)
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国6 下野国府と筑波山

(50万分の l地方図「関東甲信越」を縮小)

るから，都賀郡家は国府付近に存在したとして

いる。したがって，下野国府の所在地は，都賀

郡都可郷であったということができょう。現在，

都賀については，これを「ツガjと読んでいる

が，最近紹介された名古屋市博物館所蔵の f和
名抄j42)では，これに「トカJと振っているので

次章で詳述するように，朝鮮語で「日の出Jを

表わす「トキ」という言葉が転枕したものと解

釈することができ，まさに，下野国庁の地は，

迎日の地であったということができょう。

現在，国庁跡には宮廷神社が杷られているが，

この神社は，寛喜 2 (1230)年の小山朝政の譲

状州tこ挙げられる，守護領の中に「宮自社」とみ

えるものにイ也ならない。 この干申宇土が， ここに国

府が置かれていた時期に存在していたかどうか

は不明であるが，井上叫が指摘するように，太陽

神が隠る岩戸や宮殿に奉仕するのが大宮売神で

ある。ちなみに，国庁跡からほぼ夏至の日没の

方位へ約2.7kmの地点、に，大宮神社が所在してい

る。また，国庁跡から 2km近く北になるものの，

栃木市田村町に「日向ノ里jという小字地名が

あり，これも先の譲状に見える「国府郡内日向

野郷」の遺跡とみなされている州。

以上のように，日置が存在したと考えられる

地域に，冬至や夏至の日の出・日没と関わる神

社や遺跡の配列が見られるのは，現在の所，氷

川神社をも含めて 4W~であるが，今後，他の日

置の場合を検討することによって，同様の事例

が見出される可能性があろう。

111.吉志について

前章では，氷JI13社のラインを延長すると武

蔵国比企郡に到達することから，この地に日置

が存在した可能性について述べたが，比企地方

はまた，原島礼二4仇金井塚良一47)によって，壬

生古志と呼ばれる渡来系氏族が入植した地域で

もあると推測されている。そこで，氷JI13社の

ラインの成立に関わった第 2の可能性として，

吉志を取り上げてみたい。

吉志(吉士)はもともと「コニキシJrコキシ」

(百済や高句麗の首長)と同語であって，新羅

17等官位の第14位にも「吉士」の官号があるが，

早くわが国に渡来した渡来系氏族であった。も

とは難波吉士として一族をなしていたが，やが

て各地に分住し，居住地や職名を冠して，三宅

吉士・飛鳥部吉志・壬生吉志など，さまざまな

吉志姓を名乗るようになっている。吉志の中に

は，難波吉士のように，海外からの使節の送迎

や接待など，主として外国との交渉に活躍した

一族もあったが， r日本書紀J安閑天皇 2(535) 

年9月条に「桜井田部連・県犬養連・難波吉士等

に詔して，屯倉の税を主掌らしむ。」とあるよう

に，屯倉の管掌にも重要な役割を果たしたので

ある。

ここでは吉志の後者の役割を重視することに

なるが， r日本書紀J安閑天皇元(534)年12月条

に，武蔵国造の笠原直使主が朝廷に，横淳・橘

花・多氷・倉様の地を屯倉として献上したとい

う記事がある。一方，武蔵における吉志の資料

としては， r続日本紀J神護景雲 2(766)年6月

条により橘樹郡人飛鳥部吉志五百国が，r類衆三

代格J巻 8や『続日本後紀J承和12(845)年3

月条により男会郡大領壬生吉志福正が， r日本霊

異記J中巻第 3により多麻の郡鴨の里の人吉志

火麻目が知られる。橘花屯倉は『和名抄』の橘

樹郡三宅郷付近に，倉様屯倉は倉樹の誤りとし

て『和名抄Jの久良郡付近にそれぞれ比定され
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るが，五百国は久良郡で白維をとらえているの

で，橘花・倉楳屯倉の管掌者として飛鳥部吉志

が派遣された可能性がある。また，多氷屯倉は

多末の誤りとされるので，ここでも吉志火麻呂

との対応関係がうかがえる。残る横淳屯倉であ

るが，これは『和名抄』の横見郡付近に比定さ

れている。横見郡は 3郷から成る小規模な郡

であるにもかかわらず，式内社が3社も存在し，

また比企郡に食い込むような形で接するという

特殊なあり方からも，横淳屯倉に起源をもっと

考えてよいと思われる。

さて，原島・金井塚は，壬生吉志が本来，横

j苧屯倉の管掌者として派遣されたという立場を

とるものである。壬生吉志福正は男会郡榎津郷

付近に居住したと考えられ，横見郡からは西方

に20km程度離れるが，この点について金井塚は

次のように説明する。

北武蔵には，古墳の石室側壁に胴張りをもっ，

いわゆる胴張り型と呼ばれる古墳(図7)が存

在する。これらはその石室のタイプから，武蔵

型と毛野型に分類される。そのうち武蔵型の古

墳は，東松山地方(図 8-A)と荒川中流域の右

岸段丘上(図 8-B)に最も密に分布するが，前

者は 6世紀末もしくは 7世紀初頭に出現し，後

者は 7世紀後半から 8世紀初頭に出現するとい

う具合に， A群と B群とでは時期差が見られる。

さらに金井塚は 2つの古墳群の石室構造を比

較すると， B群の石室構造は， A群の終末期の
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図7 胴張りのある横穴式石室

(東松山市附1117号墳)

(金井塚良一『吉見の百穴.1p.227) 

石室構造を忠実に踏襲していたと見られるとし

て， A群から B群への伝播を推定した。

ところで， A群の地域はまさに横浮屯倉付近

であり， B群の地域は，前記9世紀の文献によっ

て，壬生吉志福正が居住していたとされる榎津

埼玉

図 8 胴張りを有する横穴式石室の分布

(金井塚良一『古代東国史の研究.1p.239より)
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郷に比定される地域であった。横淳屯倉の設置

時期について，r日本書紀Jには安閑天皇元(534)

年と記されているが，原島4町は『日本害紀』に見

える屯倉設置時期を詳細に検討して，屯倉の設

置年次が，欽明・推古朝の屯倉設置を中心に意

図的な整合性をともなって配列されており，ま

た池溝開発記事が屯倉設置記事と同様な整合性

を示し，屯倉設置記事全体と密接な連関の上に

配置された可能性が高いとした。そして，屯倉

設置記事と池溝開発記事は， r日本書紀』の完成

時に編者達によって編纂上の一定の操作が加え

られた可能性が大きいという疑義を提起した。

原島州自身は，屯倉設置の記事の検討を基盤にし

て，横淳屯倉の設置は， r日本書紀J推古天皇

15 (606)年の「亦国毎に屯倉を置く。」という記

事と関連する 6"-'7世紀の交前後と考えている。

この年代は，東松山地方に，胴張り型石室を

有する古墳が出現した時期とほぼ対応すること

になり，しかもその出現の仕方が唐突であるこ

とから，胴張り型石室は 7世紀の初め頃，こ

の地に入植した壬生吉志によってもたらされた

ものであり，その後，壬生吉志が男会郡方面へ

移動したことが， A群から B群への胴張り型石

室の伝播に反映されているというのが金井塚の

所見である。

なお，乙の地方に特有の横穴墓についても，

金井塚は，それらが胴張り型石室とほぼ同時期

に出現し 7世紀から 8世紀に，吉見丘陵(横

見群)に膨大な横穴墓群(吉見百穴横穴墓群・

黒岩横穴墓群・岩粉山横穴墓群)を形成したが，

一部は比企地方の山陵沿いに西漸して，大谷(比

丘尼山横穴墓群)・福田(天神山横穴墓群・高根

山横穴墓群)・古里(尾根横穴墓群)などに新た

な横穴墓群を形成することを指摘した。そして，

福田・古里は，当時は男会郡に所属していたと

みなして，横穴墓もまた胴張り型石室と同様に，

横見郡から比企郡を経て男会郡に分布圏を拡大

し，壬生吉志の動向と一致する分布傾向を示し

ていたとした。

以上のように，原島・金井塚は， 6"-'7世紀

の交前後に横浮屯倉が設置され，その管掌者と

して壬生吉志が比企・横見地方に入植し，その

後，勢力を伸張して 7世紀後半には男会郡の

中枢に到達して力を蓄えたのが， r続日本後紀』

の9世紀半ばの記事に見える前男会郡大領壬生

吉志福正であり，そのことは胴張り型石室を有

する古墳の出現と伝播によって裏付けられると

した。

さらに原島50)は，この説を補強するものとし

て，難波から壬生吉志がこの地域に入植したこ

とを反映しているとして，難波と比企・横見・

男会地方に，以下のように共通する地名がある

ことを指摘した。

①〔摂津園都下国造と武蔵国比企郡都家郷)

〔摂津国西成郡坐摩神社と武蔵国比企郡清

後郷〕

都下国造は， r延喜式j巻 3神祇3の臨時祭の

条に， I凡そ座摩亙は，都下国造氏の童女七歳己

上の者を取りて之に充つ。」と見えるものであ

る。一方，坐摩神社は大阪市東区渡辺町に鎮座

するが，旧社地は中央区石町であったと伝える。

坐摩神社の洞官はかつて都下姓を名乗っており，

吉田品51)が述べるように，おそらく都下国造が坐

摩神社を奉斎していたと推測される。

ところで， r和名抄Jによれば，武蔵国比企郡

に都家郷があり，東松山市高坂付近に比定され

ている。また，同郡には滑後郷があり， r和名抄』

では「沼乃之利」と訓じているが，原島は，他

の用法を参照すると，本来「イカシリ」と読ま

れた可能性があるとして，これを滑川町伊古に

比定する。同地には，式内社伊古乃速御玉比売

神社が存在するが，安産に御利益があるとされ

ており 5ヘ坐摩神社の旧社地に存する「神功皇后

の鎮座石」について，大和聞が子産み石のーっと

して解釈していることを思い合わせると興味深

しh。
以上のように，摂津国西成郡と武蔵国比企郡

に共通する地名や神社名がセットで存在するこ

とになるが，天平宝字 4(760)年11月18日の日付

のある「摂津国安宿王家地倉売買券」刊には， I西
成郡擬大領従八位上古志船人」と「擬少領初位

下三宅忌寸広種」の名が見える。前者の吉志(士)
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は，もと難波吉士と称したが，同氏が吉士集団

の代表的氏族であったために，吉士とのみ称す

るようになったものである。後者の三宅思寸は，

『新撰姓氏録』摂津国諸蕃，三宅連の中の一部

であると考えられる。三宅連は， r日本書紀Jに
よれば天武天皇12(683)年に連となっているが，

それまでは三宅吉士と称していた。以上のよう

に，摂津国西成郡は，吉士集団の本拠の一つで

あるとみなされる。

②〔摂津国住吉郡榎津郷と武蔵国男会郡榎津

郷〕

住吉郡榎津郷は， r万葉集』巻 3にも「墨吉乃

得名津」と見え，大阪市住吉区付近に比定され

ている。住吉郡に吉士の所在を示す直接的な資

料は存在しないが，吉田東伍同tま，住吉岸付近に

難波吉士の本拠を考えている。

一方，男会郡榎津郷は，埼玉県江南町・川本

町付近に比定され，先述したように壬生吉志福

正の根拠地に当たる。近年，江南町柴で寺内廃

寺が発掘され，その規模の壮大さや 9世紀に

入って急速に整備される点から見て，壬生吉志

福正に関わる寺であると推測されている 56)。

③〔摂津国嶋上郡高於郷と武蔵国横見郡高生

郷〕

嶋上郡高於郷は，天平宝字年間 (749~757)と

見られる「西南角領解J5川ご「摂津職嶋上郡高於

郷」と見えるもので，原島は， r和名抄Jの嶋上

郡高上郷はこの高於郷の誤りであるという立場

に立つ。高於郷は高槻市西部付近に比定される叫

が，この地名は， r日本書紀J安関天皇元年間12

月条に見える三嶋竹村屯倉につながると考えら

れ，三宅吉士か三宅連が関わりをもっていた。

西方には吹田市岸部の地名があり，平安時代の

文書に見える吉志庄59).吉志部村刷tこ当たる。

一方，横見郡高生郷は吉見町田甲に比定され

るが，同地には，宝亀 3(772)年の太政官符6川こ

見える式内社高負比古神社も存在する。なお原

島は，タカオ(フ)・タケオ(ブ)地名が，他の

地域でも屯倉の所在地と一致する場合があるこ

とや，高生郷が横見郡の中心的な郷であること

から，横淳屯倉をこの地に想定している。

以上のような，原島・金井塚による壬生吉志

入植説に対しては，池上悟62)や森田悌日)の批判も

あるが，一応ここでは仮説とみなして，氷JI13

社の太陽方位信仰との関わりについて考えてい

きたい。

水谷慶一叫は，坐摩神社の旧社地が，そこから

見て，冬至の日に，大和の高安山から太陽が昇

る位置に当ることを指摘している。一方，高安

山に夏至の日の出を見る地点には， r古事記』仁

徳天皇の段に見える巨木伝説にゆかりの式内社
との

等乃伎神社が位置する(図 9)。すなわち， I菟
き たかき あさ

寸河の西の方に，一高樹あり。その樹の影，亘
およ

日に当れば，淡道島に逮び，夕日に当れば，高

安山を越えき。」というものである。樹の影は太

陽と反対側にできるはずであるから，この場合

の夕日とは， r古事記Jには直接書かれていない

が，冬至の日没の際の夕日ということになろう。

坐摩神社は摂津国西成郡に位置するので，先述

したように吉志との関わりが考えられるが，等

OJ伎神社についても，すぐ東が堺市草部で， r和
名抄Jの和泉国大鳥郡日部郷の故地に当たり，

『日本書紀』雄略天皇14年4月条の記事から，

草香部吉士に関係する地名と見られている6九以

上のように坐摩神社・等伺伎神社・高安山のラ

イン設定に吉土が関わった可能性は，きわめて

大きいといえよう。

ところで，坐摩神社の旧社地に近い大阪市北

区兎我野町については，これを『日本書紀j仁

徳天皇38年7月条に見える「菟餓野」の遺称地

であるとする説66)があるが，この「トガ」という

地名は，rトキ」が転説したものとされる。水谷67)

は， Iトキ」が古代朝鮮語で「日の出」を表わ

し，これを漢音の音借で「都祈」と書き，呉音

で読むと「都祈」となることを指摘している。

したがって， トキとツゲは変換可能な言葉であ

り，その意味は「日の出Jとなるので，都下国

造が奉斎する坐摩神社の旧社地トガノとは，ま

さに迎日の地，冬至の日の出の地ということに
とのき

なる。また，等仰伎神社も，日の出に関係ある

神社ということになろう。

さて，武蔵国比企郡にも都家郷が存在するこ
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したラインに近接して，足立郡の式内社調神社

~ (F) が位置する。調神社の所在地は浦和市岸

てト 町であり，原島7川ま，資料上には見出せないもの

図9 坐摩神社・等1)]伎神社と高安山

(水谷慶一『続知られざる古代jp.272に加筆)

とはすでに述べたが，とこにはまた都桑川ゃ蔀

幾山もあって，やはり迎日の地であったことが

推測される。都家郷を，原島6叫ま東松山市高坂と

その周辺地域に比定しているが，ここが冬至の

迎日祭最Eの地であるとすれば，都家郷から見て，

冬至の日に太陽が昇る地点には何があるのだろ

うか。金井塚田)は， r丘陵地帯に立って東方を僻

服すれば，高坂台地の裾はやがて広大な荒川の

沖積原に推移して，そのさきは，遥か大宮台地

の彼方まで遠望できる。」と述べているo すなわ

ち，都家郷から見て冬至の日に，太陽は氷川 3

社の存する「見沼」の地から昇るのである。

もっとも，これは都家郷のどこに定点を置く

かによって変わってくるのであって，上記の金

井塚の文章は，東松山市と鳩山町の境界線上に

位置する物見山(図10-A)からの眺めと思われ

るが，仮にこの地から正確に冬至の日の出の方

位に線を引くと，先述した氷)113社のライン(B

C) より，南に約 5km程度ずれることになる。

反対に氷)113社のラインを夏至の日没の方位へ

と延長すると，東松山市下野本の将軍塚古墳(D)

付近へ達する。そこで，定点Aを，原島や金井

塚が都家郷の中心であるとする東松山市高坂付

近 (E)へ移動すれば， B-C-Dラインとの

誤差は，南北 2km程度まで縮められる。ただし，

高坂台地の北を流れる都幾川以北は郡家郷の範

囲になると推測されており， B-C-Dライン

が正確には都家郷の範囲に入らないと思われる

点は問題を残す。

なお，物見山から冬至の日の出の方向に伸ば

の，この地に調吉士が存在した可能性を指摘し

ている。

ところで， r古事記』応神天皇段に，新羅の王

子天之日矛の渡来について，次のような説話が

ある。

「新羅の阿具沼のほとりで，昼寝をしていた

女が日光に感精して赤玉を産む。その赤玉をも

らい受けて歩いていた農夫が，天之日矛に言い

がかりを付けられ，赤玉を差し出す。赤玉は女

に生れ変わり，天之日矛の妻となる。いつしか

心のおごった天之日矛が妻をののしると，妻は

先祖の国へ行くと言って，海を渡り難波に留ま

る。天之日矛は，妻の後を追いかけて，日本に

渡来する。」

『古事記Jは，難渡に留まった天之日矛の妻
ひめごそ あか

について，rこは難波の比売碁曾の社にます阿加
るひめ

流比売という神なり。」と注しているが，この比

売碁曾の社は大阪市東成区の式内社比売許曽神

社に比定され川，岡市平野区には式内社赤留比売

命神社も存在する。前者は古代の東生郡に位置

するが，同郡の擬大領，擬少領は 8世紀の段

階でそれぞれ難波忌寸，日下部忌寸であり 72)，両

氏はもと，それぞれ難波吉士，草香部吉士の氏

姓を称していたから，東生郡は，西接する西成

郡と並んで，吉士集団の本拠地であったといえ

る。一方，住吉郡についても，吉士集団との関

わりが推測されることについては，先に述べた。

したがって，吉士集団の渡来が，天之日矛や阿

加流比売の渡来説話に反映されているのではな

いかと考えられるが， r新撰姓氏録』摂津国諸蕃

には，もと三宅吉士であった三宅連について，

「新羅国王子天日梓命之後也。」と記している。

原島町tま，武蔵国多磨郡の式内社阿伎留神社

は阿加流比売と関係するのではないかと述べ，

また『日本霊異記Jによって，同郡に吉志火麻

呂が存在することを指摘しており興味深い。

さて，先の天之日矛伝承の中で，水辺の女が

日光に感精して赤玉を産む場所が阿具沼であっ
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図10 比企・横見地方と足立地方

(20万分の l地勢図「宇都宮Jr東京」を縮小)

たが，三品彰英川lま， Iアグは朝鮮語のアギすな

わち小児を意味する語からきた名であ」り，新

羅始祖赫居世王は別名を闘智居西子ともよばれ，

闘智は阿只・阿志・阿之などと借音表記され，

貴人の幼児をよぶ敬語的愛称や，中宮殿世子宮

の乳母の封号としても使用されている。したがっ

て，問題のアグ沼を「御子沼」と直訳すること

ができ，また「乳母沼」と訳すこともできるの

で，民俗学的にわが国の「みぬまJIみぬめ」の

観念と比較し得ると述べている。

したがって，氷}I13社の見沼とはアグ沼のこ

とであり，冬至の日の朝，太陽の光が氷川女体

神社に差すということは，先の説話の具体的な

表現であるということができょう。赤玉は太陽

の象徴であり，なぜ女体神社であるかというこ

とも解釈できる。そして，これに関わったのが

壬生部を管掌したと思われる壬生吉志であった

ということも，三品の見沼一一アグ沼を，乳母

沼と直訳できるという指摘(壬生部はまた乳部

とも書かれる)と対応するのである。

IV. 日置と吉志

以上のように，筆者は，比企郡一一氷}I13社

のライン設定の主体について，日置と壬生吉志

の2つの可能性を取り上げた。しかし，日置と

吉志の性格が，ともに太陽信仰に関わり，大和

王権の尖兵的役割を担っていたらしいというこ

とを考えると，両者の聞に何らかの関係があっ

たと予想することができょう。そこで，日置と

吉志の分布を概観すると，日置がほぼ全国的に

分布するのに対し，吉志の分布は，かなり限定

されるようである。しかし，その少ない吉志の

分布する地域に近接して，日置が存在する場合

が多いようなので，以下それを取り上げてみた

しミ。

① 紀伊国
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日鷹吉士は難波日鷹吉士ともいわれ，三浦圭

一同は，紀伊国日高郡との関係を示唆している。

難波日鷹吉士の本貫は難波であるが，吉士は水

軍とのつながりが深く，水軍と関わる紀氏の居

地に移住することは充分考えられる 76)0 r続日本

紀J天平神護元(765)年10月25日条には，海部郡

に称徳天皇の岸村の行宮が見え，また『日本霊

異記J下巻第28には，名草郡の貴志里や貴志寺

が登場する。さらに，時代は下るが， r大御記j77)
永保元(1081)年9月26日条に吉志庄が見え，

現在の那珂郡貴志川町付近に比定されている明。

この那珂郡の大領が， r続日本紀J神護景雲元

(767)年6月22日条に登場する日置毘登弟弓で

あった。また，天平17(745)年の「優婆塞貢進文j79)

に，紀伊国名(加)郡荒川郷の戸主日置造白麻

呂の戸口，日置造石造が優婆塞として見えるが，
あら

この荒川郷は，那珂郡桃山町の安楽川を遺称と

するので，まさに貴志川町に北接する地域であ

る。

②伊勢国

伊勢国多気郡に式内社紀師神社が存し，r和名

抄』では，同郡に三宅郷がある。また，河曲郡

には，式内社貴志神社と大鹿三宅神社が存在す

る。これらはいずれもミヤケとセットになって

いるので，吉志にちなむ社名である可能性が高

しユ。

このうち，多気郡に日置氏がいたことは，天

暦 7(953)年12月の『伊勢国近長谷寺資財帳J叫

に，多気郡相可郷の土地を，日置畠布町，日置

{百雄，日置貴曽町子などが近長谷寺に施入して

いることからも知られる。この日置氏の本拠は，

同文書に「十六条三疋田里Jr四疋田里」とある

もので，多気町三疋田，四疋田をその遺称地と

する叫が，ちなみに，現三疋田の集落と紀師神社

は，わずか 2km程度しか離れていない。他に伊

勢国には，日日名抄jの萱志郡に日置郷があり，

『日本三代実録J貞観10(868)年10月28日条に伊

勢国百姓「日置福益」の名が見える。また『太

神宮諸雑事記j2聞にも「長上宮主日置惟時Jと

あるように，日置氏の濃密な分布が知られる。

③ 河内・和泉国

前章で述べたように，和泉国等{乃伎神社の地

に近接する堺市草部について，原島田)1ま，草香部

吉士に由来する地名と考えているが，等1JJ伎神

社から高安山を結んだラインを約 7kmほど行く

じ堺市日置荘の地に到達する。ここは河内国

の範囲に入り，河内国には，現在のところ古代

の日置氏(部)に関わる資料は知られていない

が，日置荘地区には，榛原の転説とみなされる叫

萩原天神社も存在し，西方 1kmの所には土師町

の地名もある。したがって日置荘は，日置氏(部)

に因む地名とみなして，まず間違いないであろ

う。なお，日置荘から東方約 1kmの美原町黒山

は，林屋辰三郎85)によって， r続日本紀』天平神

護元(765)年10月2日条に見える黒山企師部の

居住地と考えられている。さらに，黒山の東方

3kmの羽曳野市羽曳が丘，東南方 5kmの富田林

市喜志は，それぞれ日置，吉志に因む地名であ

る可能性がある。

次に，原島附は，草香部吉士と関わる屯倉とし

て， r日本書紀j安閑天皇元(534)年10月条に見

える茅淳山屯倉を考えているが，この屯倉は，

草部の南約 7kmの岸和田市三田付近に比定され

ている 8九一方，井上8町立， r新撰姓氏録』未定

雑姓に見える和泉国の日置部は，和泉国の海岸

地域に居住していたのではないかとし，また，

『続日本紀』宝亀 8(777)年4月3日条の正八位

下日置造飯麻呂等 2人が，吉井宿摘を賜ったと

する記事について，この吉井は岸和田市吉井町

ではないかとする。等価伎神社と高安山を結ん

だラインを西南西へ延長すると，ほぼこの吉井

町付近に到達する。吉井町の西南約 3kmが岸和

田の中心部となるが，岸和田の岸も吉志に由来

する可能性がある。また，三田と吉井町は4km

程度しか離れていない。

④摂津国

摂津国は吉士集団の分布が最も密に認められ

る地域であるが， r新撰姓氏録』摂津田諸蕃によ

れば，日置造の存在が知られる。日置造の本拠

地は不明であるが，井上側|ま， r延喜式J巻49，

兵庫寮に見える摂津固有馬郡の羽束工戸を，r和
名抄Jの有馬郡羽束郷を本拠とするものと見る。
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羽束郷は，三田市の羽束川流域の酒井，十倉付

近に比定される叫が，近隣には忍壁郷があり，三

田市内に加茂の地名が存在する。話通部，神刑

部は，日置部とともに「垂仁紀」の十箇の品部

として見えるものであり，鴨氏と日置氏は関係

が深いので，井上は，三回付近に日置造の所在

を考えているようである。この三田盆地に貴志

の地名が存在し，ここは中世には貴志庄と呼ば

れる荘園であった9九

⑤讃岐国

f続日本紀』天平神護元(765)年 8月25日条

に，讃岐国日置耽登乙虫の名が見える。一方，

f類衆国史J87，延暦21(802)年条に，讃岐国鵜

足郡の人で伊豆に流罪となった吉師都麻目の名

が見える。

⑥筑前国

大宝 2(702)年の「筑前国嶋郡川辺皇戸籍」叫

により，宅蘇吉志の存在が知られるが，福岡市

元岡付近に比定される叫}II辺里の西方約 8kmに，

志摩町岐志の集落があり，おそらく宅蘇吉志に

ちなむ地名と考えられる。この岐志の集落が面

するのが引津湾で，ここは，遣唐・遣新羅使節

の一行が博多の津から朝鮮半島へ向う際の経由

地であり，引津亭の名は『万葉集』にも見られ

る。

これらに武蔵の例を加えると，日置と吉志が

何らかの関係をもっていたことが推察されるの

であるo

ところで，氷川神社を奉斎していたことがほ

ぼ確実なのは，神護景雲元 (767)年に武蔵宿禰

の姓を賜わり，律令国造となった足立郡丈部直

不破麻呂等の一族である。森田叫lま，横見郡のも

のと推定される正倉院蔵措布扉風袋に用いられ

た天平勝宝 5(753)年頃の庸布墨書附tこ「郡司少

領外正八位下勲十二等杖部直亡二コ」とあるの

に注目して，横見郡は横淳屯倉の地で，古墳の

分布も濃密で早くから聞けた土地であるから，

横見郡杖部直を古くからの政治勢力と見てもよ

しあるいは足立郡丈部直を横見地方から進出

してきた勢力と解し得るかもしれないとしてい

る。

このように考えると，丈部氏は，まさに比企・

横見地方から太陽の道を通って，足立郡にやっ

てきたことになる。原島附は， r日本霊異記jに

よって，古志火麻呂の存在が知られる多磨郡に

は，同じく「霊異記』下巻第 7によって，多磨

郡少領の丈直山継が存在することから，武蔵で

は，阿倍氏を介して吉志と丈部に何らかの関わ

りがあったのではないかと推測している。

稲荷山古墳出土の辛亥銘鉄剣に見られる獲加

多支歯大王の時，天下を左治した杖万人の首，

乎獲居臣については，これを東国の豪族とする

説97)もあるが，原島州lま，乎獲居臣の上祖である

意富比墳を大彦命とし，大彦命を始祖とするの

は阿倍氏とその同族集団しかないこと。また，

臣が称号であるとすれば，阿倍にはあるが武蔵

の豪族にはないことなどから，乎獲居臣を，畿

内の豪族である阿倍氏の系統に相当する一族の

人物であるとした。そして，そのもとに配下と

して従ったのが，日置や吉志，丈部ではなかっ

たかと想定している 99)。

そこで，阿倍氏と日置・吉志・丈部の関係に

ついて，それぞれ見て行くことにする。まず，

阿倍と日置についてであるが，この点で想起さ

れるのは，阿倍の複姓に阿倍引田臣が存在する

ことで，原島100)は，引田は日置田に由来するの

ではないかと述べている。岸俊男山)は引田臣の

根拠地を， r古事記J雄略段の引田部赤猪子の物

語などから，大和国城上郡の三輪山の南麓付近

に比定した。そして，ここは雄略天皇の泊瀬朝

倉宮に近いので，鉄剣銘の中で乎獲居臣が「獲

加多支歯の大王の時，斯鬼の宮に在る時，吾，

天下を左治す」と述べていることと一致するこ

とになり，乎獲居臣が阿倍引回臣の系譜に連な

るものであった可能性は十分に考えられるとし

ている。

次に阿倍と吉志の関係については，r新撰姓氏

録jによれば，両者ともに大彦命を上祖として

いる。吉志は渡来系氏族なので，これが擬制的

な関係であることは明らかであるが，志田喜一1聞

は，難波吉土等が奏した吉志舞を，やがてこれ

を統率した阿倍氏が自ら演じるようになったこ
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とで，吉志が阿倍氏の同族系譜に組み込まれて

いったのではないかと述べている。

最後に，阿倍と丈部の関係についてであるが，

『新撰姓氏録J右京皇別上に見える杖部造は大

彦命の後とするので，阿倍氏と同祖ということ

になる。丈部はおもに東国に分布し，阿倍氏を

介して中央の部民制支配の土台を形成したと考

えられている。例えば『続日本紀』神護景雲 3

(769)年 3月13日条の陸奥国の土豪に対する賜

姓記事の中で，丈部がその居住地により，阿倍

陸奥臣・阿倍安積臣・阿倍信夫臣・安倍柴田臣・

阿倍会津臣のように改姓されており，阿倍氏と

丈部の密接な関係を示している。もっとも，従

来，丈部は阿倍氏の同族とのみ見られてきたが，

最近の佐伯有清103)の研究によれば，阿倍氏の他

に大春日氏，鴨氏，紀氏にも同族として丈部氏

が存在したことが明らかになったので，丈部の

伴造がすべて阿倍氏の同族とは限らない点は，

注意を要する。

さて，以上の諸点を踏まえて，先に示した太

陽信何の問題をも含めて，この地のストーリー

を描くと，大和王権の尖兵として，阿倍氏の主

導のもと，日置や壬生吉志が比企・横見地方に

入植し，ここから冬至の日の出の方位に当たる

見沼の地に氷1113社を杷り，神官として丈部氏

を派遣したということになるであろう。その際，

氷}I13社そのものも，厳密な方位で配列された

と考えられる。

問題は日置や壬生吉志の派遣時期であるが，

上田正昭1刊は， r出雲国風土記』の所伝や日置部

の分布状況などから，r王権の危機を克服してゆ

く時期にあたっていた欽明朝ごろに，あらため

て中央より日置の管掌者たちが，たとえば出雲

へ，あるいは，畿内の東方へと派遣されていっ

たのではないか。」としている。松前健I聞や井上106)

も，同様に欽明朝頃と見ており，この見解に従

えば，日置の派遣は 6世紀半ば頃ということに

なる。一方，壬生吉志の武蔵への入植は，原島・

金井塚説によれば6世紀末から 7世紀初め頃と

なるので，比企・横見地方へ派遣されたのは日

置が先であり，その後，壬生吉志が入植したこ

とになる。全国的に見ても，日置と吉志の分布

状況に違いがあるのは，派遣された時期差によ

ると考えられ，あるいは日置が派遣された地域

のいくつかに吉志が送り込まれたのかもしれな

し〉。

ところで，胴張り型石室の分布が比企・横見

郡から西北の男会郡方面へ広がることについて

は既に述べたが，東南の足立郡方面にも 7世

紀頃から胴張り型石室か若干出現するようであ

る1問。そのうち，大宮市三橋の側ヶ谷戸古墳群

内の台耕地稲荷塚古墳は，氷川神社に比較的近

いという地理的位置から，丈部氏との関わりが

想定されている 108)が，やや胴張り型の石室を持

ち，年代は 7世紀前半に比定されている 1問。し

たがって，吉志と密接な関係をもっ丈部氏が胴

張り型石室を採用したとも考えられ 7世紀前

半か，それよりやや以前に，丈部氏が比企・横

見地方から足立地方へ派遣された可能性があろ

っ。
なお，神社が太陽の方位に関連して配置され

る意味であるが，井上11川ま，日置が派遣された

地域とは，本来，土着の太陽信仰が盛んな地域

であったのではないかとしている。この見解に

従えば，比企・横見地方や足立地方は，もとも

と土着民による太陽信仰が盛んであった地域と

いうことになる。たとえば，見沼の彼方から日

が登る氷川女体神社の地などは，それにふさわ

しい立地環境であったといえよう。そして，こ

こからおおよそ夏至の日没の方位に当たる比企・

横見地方に，日置や壬生吉志が入植したという

ことは，三谷111)のいう祖神来訪の方位へ入った

ことになり，土着民を掌握するには都合が良かっ

たであろう。

たとえば，記紀に見える神武東征の物語にお

いても難波から大和へ入ろうとして那賀須泥枇

古にさえぎられた神武天皇は，r吾は日の神の御
ふさ やっこ

子として，日に向ひて戦ふこと良はず。かれ賎奴
そびら

が痛手を負ひっ。今より行き廻りて，日を背に

負ひて撃たむ。J(r古事記.1)と述べ，わざわざ

熊野へ迂回して大和に入ることになる。このよ

うに，神武天皇の一行は，太陽を背景にするこ
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とによって大和へ入ることに成功したが，この

物語は，王権が進出する際に太陽の方位が重要

視されたことを暗示しているように思えるので

ある。

そして，比企・横見地方へ入植した日置や壬

生吉志は，丈部を足立郡に送り込んで，冬至の

日の出や夏至の日没に対応する，より厳密な方

位で氷JII3社の配列を行なったと考えられるが，

この場合は実際に太陽の影を計るようなことが

行なわれたのではないだろうか。

6世紀頃の中国で書かれた『荊楚歳時記11I2) 

には，貌晋の頃の宮中では，冬至の日の影を紅

線で記し，冬至の後も，日の影が短くなるにし

たがって毎日，線を記していたとある。日本古

代の文献資料にそのようなことを明示するもの

は見当らないが，前章で述べた等何伎神社の巨

木伝承に見られるような各地の巨木伝承113)は，

日本でも太陽の影を計ることがあったことを想

像させる。

ところで，日置の性格について柳田国男1川
からをぎ

は， r日置のオキは多分韓招などのヲキで，これ

も日記のことかと思う。」としている。それに対

し折口 115)は，日置の「おく」は「あらかじめ規

定する」という意味であり， r日のことをあらか

じめ数え定める職業団体が日置部なのである。J
としている。いわば， r日」の部分については，

柳田が sunの意味を，折口が dayの意味を認

め， r置」の部分については，柳田が「杷る」意

味を，折口が「数えるj意味を重視したわけで

あるが，これについて水谷116)は，実は 2人の説

はコインの裏表であって， r日置」の意味は両説

を兼ね合わせていたと見る。すなわち水谷によ

れば，日 (sun)の方位の影によって，日 (day)

を勘定し，それ全体が把りであったとなるので

ある。ここに，太陽と関わる暦の問題が出てく

るのであり，暦・時を管理するということは，

王権の問題に直結する。

時代は下がるが，氷川神社から頒布されてい

た「武州大宮暦」があり， r新編武蔵風土記稿』

巻之153r氷川神社」の項には，

「昔は当社より頒暦ありて，その頃推歩のこ

とを司りしものは北原村の名主喜兵衛が先祖斎

藤氏なりといへど，其顛末を詳にせず，世に伝

ふ一年豆州三嶋暦と武州大宮麿と閏月の違ひあ

りて，北条氏政より安藤豊前守に命じて札命せ

られしが，三嶋暦の方正きに極り，それより武

蔵の暦を停止せらると，これに拠れば天正の頃

まで、は，猶暦を出したること知らる，J 
とある。このような地方暦について，東原那美117)

は，rその土地を代表する社寺から出されたもの

もあるが，ほとんどがそうでないところに特色

があ」ると指摘しており興味深い。泉州信田郷

(現大阪府和泉市舞町)から賦暦として発行さ

れていた「泉州暦」は，別名「岸和田暦Jr信田

暦」とも呼ばれ，舞村の聖神社(日知りに通じ

るか?)の神宮である藤村家が主としてこれに

当たっていたが，同家は，信太妻伝説の中心人

物安倍安名と白狐との聞に生まれた，陰陽師安

倍晴明の子孫であると伝える 11九聖神社の地

は，等何伎神社から南南西に 2km程度しか離れ

ておらず，日置の存在が想定される岸和田市吉

井町や，草香部吉士との関わりが考えられる岸

和田市三田に近い点も注目される。

v.おわりに

以上で，古代の比企・横見・足立地方に関す

る素描を終えることにするが，これまで文献史

学(原島)と考古学(金井塚)の協力によって

唱えられてきた仮説を，歴史地理学の立場から，

神社の方位信仰という視点を入れることによっ

て，より補強することができたように思う。

しかし金井塚説の最大の問題点は，森田119)が

批判したように，壬生吉志の本貫地であると考

えられる難波の地に，現在までのところ，胴張

り型の石室が確認されていないことである。そ

こで，眼を転じて全国的な胴張り型石室の分布

状況を見ると，最も代表的な地域として，九州

の筑後川流域と，四国の吉野川流域が挙げられ

る。いずれも吉志集団の存在は確認されていな

い地域であるが，こ乙で武蔵をも含めた 3つの

胴張り型石室が分布する地域に共通する地名が

ある。それが「ミヌマ」である。
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筑後川流域の胴張り型石室では，筑前朝倉郡

の孤塚古墳や，筑後浮羽郡の古畑・寺徳・塚花

塚・鳥船塚・珍敷塚・日ノ岡古墳などが知られ

る1叫が，たとえば珍敷塚古墳は，いわゆる「太

陽の船」を描いた代表的な装飾古墳である。こ

の下流に当たる筑後国三瀦郡は， r日本書紀』神

代上，第 6段(一書第 3ω)等に見える水沼君の

本拠地でありt)，同郡には『和名抄Jに「夜開郷」

の郷名もあり興味深しい3、。また大和12

の高良大社の祭首記E氏族は，水沼君であったとす

る。なお，折口 12叫ま， r日本書紀J一書第 3に，

水沼君が宗像三女神を奉斎したとあることから，

水沼君の信仰は，航海の要所にあって勢力が拡

大した宗像三女神の信仰に，その性格が似通っ

ていたために習合したと見る。大和12

7 (944)年の『筑後国神名帳，J1叫tこよれば，三瀦

郡周辺に「宗形」を名乗る神社が多く見られる

ことを指摘しており，筆者も旧稿山)において，

かつての見沼の名残である氷川神社の神池の中

の弁天島に宗像神社が紀られ，またそれとは別

に見沼周辺には 7社の宗像社があり，1見沼の七

弁天」と称されていることを述べたことがある。

最近，辰巳和弘1聞は，大宮市東宮下から出土

した男子人物埴輪半身像の胸に線刻された鱗文

について，除魔の呪的文様である「胸形」では

ないかとしている。辰巳は，これについて，直

接ムナカタ氏や海人族との関連は見出せないと

して，本来，海人族が除魔の目的をもって胸に

する入墨文様であった鱗文が，やがて海人族以

外の人々の聞にも広まっていったのではないか

とするが，まさにこの東宮下は，見沼に面した

地であり，当時，見沼から河川を下って東京湾

へ出ることは容易であったと考えられるから，

大いに宗像氏や海人族との関係を想定してよい

と思われる。

一方，吉野川流域山)については，段の塚穴型

と呼ばれる，平面プランが胴張りもしくは末広

がりの横穴式石室が25基確認されているが，そ

れらは阿波国美馬郡に位置し，同郡には式内社

として，弥都波能売神社の名が見える。また，

東接する麻植郡には，段の塚穴型とよく似た，

やはり胴張りの忌部山型横穴式石室が23基確認

されているが，同郡にも式内社として，天水沼

間比古神・天水塞比売神社が存在する。

このように，典型的な胴張り型石室が分布す

る地域に「ミヌマ」地名が存在することは注目

され，既に述べたように「ミヌマ」が天之日矛

に関わる地名であるとすれば，やはり渡来人と

の関係が想定されるようである。
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(1992) : r古代東国と大和政権』新人物往来社，が
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が，後考に期したい。
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HIOK1， MIBU-NO-K1SHI AND H1KA羽TA SHR1NES : ONE EXAMPLE 

OF THE ANCIENT DIRECT10N F AITH 

Masayasu K1MOTO 

My former paper‘Direction and faith on arrangement of the three Hikawa-shrines in 

Saitama Prefecture' (“Kokugakuin Zasshi" 93-8， 1992) concludes that three shrines， Hikawa 

Nantai-and Nyotaiせlrinesand their son Hikawa Oji shrine near the Minuma swamp in 

Adachi-gun， Musashi-no-kuni (part of Saitama Prefよwerearranged on the same line related 

with the sunrise and sunset directions in the solstice. 1n this paper， meanings and the historico-

geographical background of this line are to be interpreted. 

This line is directed to Hiki-gun， Musashi-no-kuni (part of Saitama Prefよandhas 

some connection with ancient Hioki-shi(Hioki-family) or Hioki-be(people ruled by Hioki-

family). 1n the regions where Hioki-group settled as 1zumo(Shimane PrefよHigo(Kumamoto

Pref.)， and Shimotuke(Tochigi Pref.)， are reported some examples of the arrangement of 

shrines or sacred places on the line connected with the similar solstice directions. The region 

including Hiki--gun was the place where Mibu-no-kishi (one branch of the group from Korea) 

settled. It was a branch of Naniwa-no・kishi，and the similar combination of the characteristic 

place-name between Naniwa and northern Musashi， is reported. The sunrise in winter solstice 

can be seen on the direction from the former location of 1kashiri-shrine (one of the great bases 

of Kishi-group) to Mt. Takayasu， Yamato. One group of Kishi had settled in Tsuge-go in 

Hiki-gun， Musashi， from where Minuma is in the direction of the sunrise of winter solstice. 

The location of three Hikawa shrines seems to be related with Hioki and Mibu-no-

kishi. The fact that the distributuions of those two groups were often overlapped each other， 

suggests the close relation between them. It is certain that the Hikawa shrineswas enshrined by 

the Hasetsukabe-no-atae family in Adachi-gun， which family also related with the Kishi -family 

under the intermediate of Abe-family. 

The concluding remarks are as follows; Hioki and Mibu-no-kishi groups under Abe 

group， settled into the Hiki and Yokomi region as the front army of the Yamato Dynasty， then 

they enshrined and arranged these three Hikawa shrines on the line of the sunrise of the winter 

solstice， and sent Hasetsukabe group as the priests. Three shrines， carefully arranged on the 

same direction， symbolise the intension of the dynasty to control the calender and the native 

sun-worship power it 
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